日本刀锻造


日本利用锻造技术制造单刃刀已有数百年的历史。这种锻造技术可以打造坚固异常且具有复杂表面纹理和回火纹样的钢材。1955年，日本刀制造工艺被指定为重要非物质文化遗产。

几个世纪以来，日本不断涌现了符合当时需求和审美风格的各类长度、曲度不同的日本刀。然而，这些不同的日本刀却都使用了相似的锻造技术。这些日本刀的制造原料为低杂质铁砂与木炭的混合物，再经过熔炼、锻焊，制成一种称为玉钢的材料。刀匠将钢料反复折叠，并多次捶打，这一步骤可以去除多余的杂质，并让碳分布更加均一，从而打造优质的多层钢材。随后，刀匠将刀片尖端切割成一定角度，并经过锤击打造出刀尖的形状，然后再将刀片表面整体打磨光滑。

接下来，刀匠对刀进行回火，使其变得更加坚固，并能够保持刀刃持续锋利。刀匠首先将黏土、木炭和磨刀石粉末的混合物包裹在刀刃以外的所有部位。刀片先经过加热，然后放入水中急速冷却，经过这一步骤，刀刃边缘会形成独特的回火纹样。如果刀片发生变形，刀匠会使用锤子修正，并将刀片抛光得锋利无比。最后一步是在刀茎（刀片安装在刀柄内的部分）上刻上刀匠的签名（铭）。	Comment by チェッカー: 【修正指示】
日本刀の話ですので、ここは「刀」でしょう。ご修正をお願いいたします。	Comment by Venus Tong: 修正いたしました。	Comment by チェッカー: 【要確認】
「切れ味を高める」を「切れ味を維持する」として訳していますが、大丈夫でしょうか。念のためご確認をお願いいたします。	Comment by Venus Tong: 変更いたしました。	Comment by チェッカー: 【要確認】
妥当な比喩でしょうか。念のためご確認をお願いいたします。	Comment by Venus Tong: 変更いたしました。

铸刀，即将熔融金属倒入模具制刀的技法，最晚在古坟时代（约250–552）就已经存在。然而直到平安时代 (794–1185)，日本国内的刀匠才开始通过锻造制刀。12世纪末，日本出现了一种名为太刀的长弯刀，标志着日本刀正式诞生。

15世纪至16世纪的动荡时期，一种略短的武士刀（日语发音为 katana，汉字为“刀”）成为当时的主导风格。精锻的日本刀专为统治者打造，而批量生产、品质较差的武士刀则是为普通武士准备的。17世纪初，日本在德川幕府的统治下进入和平年代。在接下来两个世纪的幕府统治时代，日本刀演变为地位和权力的重要象征。富裕的日本刀购买者要求作品兼具实用价值和艺术价值，因此日本的锻刀工艺变得更加精密复杂。这种需求促使刀匠及掌握其他配套工艺的工匠在城下町聚集。	Comment by チェッカー: 【要確認】
年代を補足しなくても大丈夫でしょうか。念のためご確認をお願いいたします。	Comment by Venus Tong: 英語の原稿には無い内容であること、ここでのポイントは「17世紀に平和になった」ことなので、このままで問題ございません。	Comment by チェッカー: 【要確認】
他の地域（他社の翻訳）のように、「城下町」に対して補足説明をしなくても大丈夫でしょうか。念のためご確認をお願いいたします。	Comment by Venus Tong: 英語の原稿に無い内容であるため、他社の翻訳と異なっても問題ないかと存じます。

一般来说，刀片及相关配件都是由专业工匠打造的艺术品。绘有漆和金莳绘的定制木质刀鞘、包裹着丝绸的鲨鱼皮刀柄，还有镶嵌着贵重金属的精致护手，这些华丽的装饰无不彰显着拥有者的惊人财富和尊贵地位。17世纪至19世纪，在前田氏藩主的资助下，加贺藩（今石川县和富山县）吸引并培养了大量技艺精湛的刀匠及相关工匠。	Comment by チェッカー: 【要確認】
この場合、「拥有者」が自然だと思います。念のためご確認をお願いいたします。	Comment by Venus Tong: 修正いたしました。
